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京
都
で
７
月
に
行
わ
れ
る
祇
園

祭
は
日
本
三
大
祭
り
の
一
つ
で
も

あ
り
、
５
月
の
葵
祭
・
10
月
の
時

代
祭
と
並
ぶ
京
都
三
大
祭
り
の
な

か
で
も
最
大
の
祭
り
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
日
本

大
震
災
に
際
し
て
、
過
去
の
先
例

大
地
震
と
し
て
平
安
時
代
の
貞
観

地
震
が
よ
く
引
用
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
貞
観
年
間
（
８
５
９
年

～
８
７
６
年
）
か
ら
続
い
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
祇
園
御
霊
会
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
平
安
時
代
に
相

次
い
だ
自
然
災
害
に
よ
る
多
く
の

死
を
鎮
め
る
意
味
も
あ
っ
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
一
連
の
祇
園
祭

の
催
し
の
な
か
で
、
圧
倒
的
な
存

在
感
を
示
す
も
の
は
な
ん
と
い
っ

て
も
町
衆
に
よ
る
山
鉾
巡
行
で

す
。
豪
華
絢
爛
た
る
山
鉾
が
市
内

を
め
ぐ
る
様
は｢

動
く
美
術
館
」

と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
京
の
町
は
長
い
年

月
を
経
る
う
ち
に
、｢

通
り
を
は

さ
ん
で
向
か
い
合
う
エ
リ
ア
」
が

一
つ
の
町
内
を
構
成
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、通
り（
道

路
）
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
機
能
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
お
向
か
い
同
士
が

朝
晩
挨
拶
を
交
わ
す
な
ど
し
て
い

る
う
ち
に
、
一
つ
の
町
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
を｢

両
側
町
」
と
言
い

ま
す
が
、
長な
ぎ

刀な
た

鉾ぼ
こ

も
月
鉾
も
す

べ
て
の
山
鉾
は
両
側
町
の
町
衆
の

も
の
な
の
で
す
。
も
と
も
と
都
が

で
き
た
と
き
に
は
隣
組
が
町
内
で

あ
り
、
向
か
い
側
は
一
つ
の
町
内

で
は
な
か
っ
た
の
に
、
時
代
と
と

も
に
「
み
ん
な
で
大
金
を
出
し
合

っ
て
鉾
を
作
っ
て
祭
り
に
参
加
し

よ
う
」
と
い
う
ほ
ど
の
一
体
感
が

生
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
こ
の

高
価
な
山
鉾
は
、
今
も
京
の
両
側

町
の
町
衆
の
負
担
に
よ
っ
て
整
備

・
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
都
市
に

広
場
を
持
た
な
か
っ
た
わ
れ
わ
れ

は
、
道
を
交
流
の
場
と
し
て
使
っ

た
の
で
し
た
。
道
が
持
つ
こ
の
機

能
︱
︱
人
と
人
を
結
び
つ
け
地
域

社
会
を
つ
く
る
機
能
を
現
代
に
復

活
さ
せ
る
こ
と
が
今
こ
そ
必
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
交
流
の
場
と
し
て
の
道
」
復
活
こ
そ

次
世
代
自
動
車
の

普
及
め
ざ
し
経
産
省

３
月
か
ら
補
助
金
（
申
請
）
受
付
開
始

　
「
天
は
な
ぜ
自
分
を
す
り
鉢
の

よ
う
な
谷
間
に
生
ま
れ
さ
せ
た
の

だ
？
」。
三
河
の
稲
橋
村
に
生
ま

れ
た
明
治
時
代
の
農
業
指
導
者
、

古
橋
源
六
郎
暉て

る
の
り皃
は
貧
し
い
村
に

生
ま
れ
た
境
遇
を
こ
う
嘆
い
て
い

た
と
言
い
ま
す
。し
か
し
あ
る
時
、

峠
の
上
か
ら
周
囲
の
山
々
や
平
野

を
見
渡
し
な
が
ら
一
つ
の
確
信
に

至
り
ま
し
た
。「
天
は
水
郷
に
は

魚
や
塩
、平
野
に
は
穀
物
や
野
菜
、

山
村
に
は
た
く
さ
ん
の
樹
木
を
そ

れ
ぞ
れ
与
え
て
い
る
の
だ
」。
そ

う
確
信
し
た
彼
は
植
林
、
養
蚕
、

茶
の
栽
培
な
ど
土
地
に
合
っ
た
産

業
を
新
た
に
興
し
、
稲
橋
村
を
豊

か
な
村
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。（
以
下
、
略
）

　

こ
れ
は
昨
秋
の
臨
時
国
会
で
安

倍
首
相
が
所
信
表
明
演
説
し
た
終

わ
り
の
一
節
で
あ
る
。

　

古
橋
源
六
郎
暉
皃
は
文
化
10
年

れ
、
実
質
的
に
名
主
役
も
任
さ
れ

た
の
が
19
歳
の
６
代
源
六
郎
暉
皃

だ
。
商
業
経
営
を
整
理
し
家
財
、

牛
馬
を
競
売
に
付
し
て
債
権
者
の

理
解
を
得
、
再
建
に
つ
な
げ
た
。

田
畑
に
は
手
を
付
け
ず
、
小
作
料

と
酒
、
味
噌
の
売
上
金
を
返
済
に

充
当
、
焦
付
き
債
権
の
回
収
に
努

め
た
。

　

弘
化
４
年
（
１
８
４
７
）
に
は

借
金
を
完
済
し
て
30
年
以
上
の
借

金
地
獄
か
ら
解
放
さ
れ
、
天
保
９

年
（
１
８
３
８
）、
正
式
に
家
督

を
相
続
、
名
主
代
行
か
ら
名
主
に

な
り
、
稲
橋
村
は
じ
め
12
村
の
自

治
責
任
者
に
。
文
久
３
年
（
１
８

６
３
）、
国
学
者
平
田
銕か
ね
た
ね胤
に
入

門
、
外
国
事
情
や
国
内
政
治
に
も

関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

共
存
共
栄
の
林
業
に
目
覚
め
る

　

家
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
酒
屋

を
家
業
と
し
農
業
を
本
業
と
し
て

林
業
に
も
目
を
向
け
た
。
天
保
４

年
、
暉
皃
は
父
に
「
ま
だ
負
債
弁

償
も
済
ん
で
な
い
が
山
林
を
購
入

し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
と

訴
え
た
が
父
は
許
さ
な
い
。
破
産

し
そ
う
に
な
っ
て
相
談
に
来
た
近

村
の
民
の
家
を
訪
ね
惨
状
を
目
の

当
た
り
に
し
て
悟
っ
た
。「
日
本

一
の
山
林
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
た

が
自
分
の
家
の
富
を
積
む
だ
け
に

過
ぎ
な
い
。
山
林
は
山
村
の
人
々

み
ん
な
の
手
で
植
え
育
て
、
将
来

貧
し
い
も
の
が
一
人
も
な
い
よ
う

に
し
た
い
」
と
痛
感
。
父
に
話
す

と
初
め
て
賛
同
を
得
た
。「
自
己

の
利
益
」
で
な
く
「
公
益
」
に
目

覚
め
た
暉
皃
は
「
独
り
一
家
の
富

栄
を
は
か
ら
ず
、
郷
村
共
同
の
利

益
を
推
し
進
め
る
」
共
存
共
栄
の

山
林
経
営
を
目
指
す
。

　

こ
の
年
は
天
保
飢
饉(

天
保
４

～
８
年)

で
村
民
は
飢
餓
に
瀕
し

て
い
た
。
自
分
も
苦
し
か
っ
た
が

「
人
に
施
す
時
は
今
の
と
き
也
」

と
蔵
を
開
け
米
１
石
２
斗
、
麦
１

石
８
斗
を
給
与
。
富
裕
者
に
呼
び

か
け
金
を
出
し
合
っ
て
米
を
購
入

し
５
年
間
無
利
子
貸
与
す
る
な

ど
村
民
救
済
に
奔
走
。
困
窮
し

た
地
域
救
済
の
た
め
陣
頭
に
立

ち
一
人
の
餓
死
者
も
出
さ
な
か

っ
た
。

公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化

推
進
機
構　
　

常
務
理
事

青
木
正
篤

　

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
自
動
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
次

世
代
自
動
車
普
及
に
不
可
欠
な
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備

・
拡
充
を
進
め
る
経
済
産
業
省
は
、
平
成
26
年
度
補

正
予
算
で
、
27
年
３
月
か
ら
「
次
世
代
自
動
車
充
電

イ
ン
フ
ラ
整
備
促
進
事
業
」
の
補
助
金
申
請
受
付
を

新
た
に
開
始
し
た
。

　

昨
年
６
月
の
閣
議
決
定
「
日
本
再
興
戦
略
」
で
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
新
車
販
売
の
50
～
70
％
を
次
世

代
自
動
車
に
す
る
こ
と
や
、
経
産
省
が
取
り
纏
め
た

「
自
動
車
産
業
戦
略
２
０
１
４
」
で
は
、
２
０
３
０
年

の
新
車
販
売
の
20
～
30
％
を
電
気
自
動
車
・
プ
ラ
グ

イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
。
２
０
１
４
年
度
末
で
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
累

計
販
売
台
数
は
11
万
台
と
な
り
、
世
界
第
２
位
の
普

及
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
同
省
は
、
車
両
本
体
の
購
入
補
助
の
他

に
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
用
充
電
器
の
整
備
に
補
助
金
を

用
意
し
、
道
の
駅
、
高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
会
社
の
従
業
員
駐
車
場
、
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
に
も
設
置
を
推
進
し
、「
電
欠
な
き
日
本
」

の
実
現
と
と
も
に
加
速
度
的
な
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
普
及

を
目
指
し
て
い
る
。

　

３
月
か
ら
開
始
し
た
今
回
の
予
算
３
０
０
億
円
の

事
業
で
は
、
交
通
の
要
衝
で
防
災
拠
点
の
役
割
を
も

つ
全
国
の
道
の
駅
に
、
蓄
電
池
付
充
電
器
や
Ｖ
２
Ｈ

道の駅にも充電インフラ整備

（
１
８
１
３
）、
三
河
国
設
楽
郡
稲

橋
村
（
愛
知
県
豊
田
市
稲
武
地
区

稲
橋
）
に
生
ま
れ
、
江
戸
時
代
末

期
か
ら
明
治
に
か
け
地
域
共
存
共

栄
の
た
め
私
財
を
投
じ
て
植
林
の

大
事
業
を
成
し
遂
げ
た
。
稲
橋
は

矢
作
川
の
最
上
流
近
く
北
は
岐
阜

県
恵
那
市
上
矢
作
町
、
東
は
長
野

県
根
羽
村
に
接
し
、
名
古
屋
か
ら

70
㌔
余
、
岡
崎
か
ら
55
㌔
。
地
域

の
90
％
が
山
林
で
あ
る
。

緑
化
の
原
点
か
ら
考
え
る

100
年
計
画
の
植
樹
法
、
古
橋
暉
皃

10

三
河
の
豪
農
古
橋
家

　

三
河
古
橋
家
は
酒
造
業
と
質
業

を
営
ん
だ
。
生
活
は
質
素
で
も
の

を
無
駄
に
し
な
い
「
利
用
更
生
」、

公
共
の
た
め
に
は
千
金
を
惜
し
ま

ぬ
「
公
益
」
を
遺
訓
と
し
て
伝
承

し
、
代
々
源
六
郎
を
名
乗
っ
た
。

　

暉
皃
の
父
５
代
源
六
郎
義
教

は
「
己
に
誠
あ
れ
ば
人
ま
た
誠
あ

り
」
を
座
右
の
銘
と
し
「
子
に
対

暉
皃
、
義
真
父
子
の
偉
業
は
故
郷
に
あ
る
古
橋
懐

古
館
に
伝
わ
る

道
の
駅
『
富
士
吉
田
」
に
設
置
さ
れ
た
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
用
充
電
器

機
能
付
充
電
器
を
含
む
Ｅ
Ｖ

・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
用
充
電
器
が
多
数

設
置
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、

充
電
器
購
入
費
や
工
事
費
も

定
額
と
す
る
な
ど
拡
充
。
一

般
社
団
法
人
次
世
代
自
動
車

振
興
セ
ン
タ
ー
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
る
。

■
受
付
窓
口
は
同
セ
ン
タ
ー

（http://cev-pc.or.jp

）。

補
助
制
度
の
問
合
わ
せ
は

「
充
電
イ
ン
フ
ラ
補
助
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
」（
03
―
５
５
０
１

︱
４
４
１
５
）

はが
山崎直駅長

　地下1500ｍから湧き出る二つの源泉の

栃木県芳賀町祖母井 842-1
主要地方道宇都宮茂木線　TEL. 028-677-6000

ある「ロマンの湯」と、地元の安心・安全で新鮮な農
産物直売所、焼き立てパン、弁当･お菓子工房の入っ
た物産館、自由に遊べる芝生広場やレストランなどの
ある「友遊はが」で楽しみ、おくつろぎください。毎
週土・日には各種体験教室も実施しています。

上平
広田光伸駅長

　愛称「ささら館」。世界遺産の菅沼合

富山県南砺市西赤尾 72-1
国道 156 号　TEL. 0763-67-3141

掌集落や国指定需要文化財の「岩瀬家」から車で
５分以内のところにあります。定評ある「旬菜工
房いわな」では、珍しい岩魚のにぎり寿しが味わ
えます。さらに売店では五箇山名物赤かぶの漬け
ものがおすすめです。

佐賀関
松尾島雄駅長

　瀬戸内海と外洋を結ぶ豊予海峡に面

大分市大平 989-6
国道 197 号　TEL. 097-576-0770

し、全国ブランド「関あじ」「関さば」の水揚げ
地です。イチオシはむろん、脂ののりや身の締
まりが秀逸な「関あじ丼」「関さば丼」と、豪快
な漁師料理丼「リュウキュウ」。オリジナル商品、
さがのせき椿油、味付けくろめも人気です。

す
る
親
の
責
任
を

果
た
す
こ
と
こ
そ

祖
先
へ
の
孝
道
」

と
、
暉
皃
を
し
つ

け
た
。
こ
の
こ
ろ

貸
付
金
の
返
済
が

得
ら
れ
ず
家
政
は

破
た
ん
寸
前
。
天

保
２
年
（
１
８
３

１
）、
こ
の
危
機

に
家
政
を
託
さ


